








5.結論 

 小児の各種腎疾患において、臥床安静時と起立時の Ccreat,FENa,UNaV 値とを比較し、こ

れらのパラメーターの変動と腎組織所見との関係を検討した。メザンギウム細胞の増殖が

認められる疾患において、Ccreat,FENa,UNaV の低下率が大きい傾向が認められた。 

 今後、これらのパラメーターの低下が認められる症例での具体的な運動処方を検討した

い。 


